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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年12月19日(2019.12.19)

【公開番号】特開2018-105917(P2018-105917A)
【公開日】平成30年7月5日(2018.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2018-025
【出願番号】特願2016-249338(P2016-249338)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/3233   (2016.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    3/30     　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ    3/3233   　　　　
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１２Ｔ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６１１Ｈ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６４２Ａ
   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６２４Ｂ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月8日(2019.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
【図１】本技術による一実施の形態に係る表示装置の概略構成図である。
【図２】各画素の回路構成の一例を表す図である。
【図３】１つの画素に着目したときの電源線、信号線および制御線に印加される電圧、駆
動トランジスタのゲート電圧およびソース電圧、ならびに接続点Ａの電圧の経時変化の一
例を表す図である。
【図４】画素の動作の一例を表す図である。
【図５】画素の動作の一例を表す図である。
【図６】画素の動作の一例を表す図である。
【図７】画素の動作の一例を表す図である。
【図８】駆動トランジスタのソース電圧の経時変化の一例を表す図である。
【図９】画素の動作の一例を表す図である。
【図１０】画素の動作の一例を表す図である。
【図１１】画素の動作の一例を表す図である。
【図１２】画素の動作の一例を表す図である。
【図１３】各画素の回路構成の一変形例を表す図である。
【図１４】上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置の一適用例の外観を表す斜視
図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　書き込みトランジスタＴｒ２のゲートは、制御線ＷＳＬに接続されている。書き込みト
ランジスタＴｒ２のソースまたはドレインが信号線ＤＴＬに接続されている。書き込みト
ランジスタＴｒ２のソースおよびドレインのうち信号線ＤＴＬに未接続の端子がスイッチ
ングトランジスタＴｒ３のソースまたはドレインに接続されている。書き込みトランジス
タＴｒ２のソースおよびドレインのうち信号線ＤＴＬに未接続の端子は、さらに、保持容
量Ｃｓ２の一端に接続されている。スイッチングトランジスタＴｒ３のゲートが制御線Ｃ
ＴＬ１に接続されている。スイッチングトランジスタＴｒ３のソースまたはドレインが、
書き込みトランジスタＴｒ２のソースおよびドレインのうち信号線ＤＴＬに未接続の端子
と、保持容量Ｃｓ２の一端とに接続されている。スイッチングトランジスタＴｒ３のソー
スおよびドレインのうち書き込みトランジスタＴｒ２および保持容量Ｃｓ２に未接続の端
子は、駆動トランジスタＴｒ１のゲートと、保持容量Ｃｓ１の一端とに接続されている。
駆動トランジスタＴｒ１のゲートが、スイッチングトランジスタＴｒ３のソースおよびド
レインのうち保持容量Ｃｓ２および書き込みトランジスタＴｒ２に未接続の端子と、保持
容量Ｃｓ１の一端とに接続されている。駆動トランジスタＴｒ１のソースまたはドレイン
が電源線ＤＳＬに接続されている。駆動トランジスタＴｒ１のソースおよびドレインのう
ち電源線ＤＳＬに未接続の端子が有機ＥＬ素子１３のアノードと、保持容量Ｃｓ１の他端
とに接続されている。保持容量Ｃｓ１の一端が駆動トランジスタＴｒ１のゲートに接続さ
れている。保持容量Ｃｓ１の他端が駆動トランジスタＴｒ１のソースおよびドレインのう
ち電源線ＤＳＬに未接続の端子に接続されている。保持容量Ｃｓ２の一端が書き込みトラ
ンジスタＴｒ２のソースおよびドレインのうち信号線ＤＴＬに未接続の端子に接続されて
いる。保持容量Ｃｓ２の一端は、さらに、スイッチングトランジスタＴｒ３のソースおよ
びドレインのうち駆動トランジスタＴｒ１のゲートに未接続の端子に接続されている。保
持容量Ｃｓ２の他端は、スイッチングトランジスタＴｒ４のソースまたはドレインに接続
されている。スイッチングトランジスタＴｒ４のゲートは、制御線ＣＴＬ２に接続されて
いる。スイッチングトランジスタＴｒ４のソースまたはドレインは、保持容量Ｃｓ２に接
続されている。スイッチングトランジスタＴｒ４のソースおよびドレインのうち保持容量
Ｃｓ２とは反対側の端子が電源線ＤＳＬに接続されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　タイミング生成回路２２は、ドライバ３０内の各回路が連動して動作するように制御す
るものである。タイミング生成回路２２は、例えば、外部から入力された同期信号Ｔｉｎ
に応じて（同期して）、ドライバ３０内の各回路に対して制御信号を出力する。タイミン
グ生成回路２２は、さらに、表示パネル１０内の各制御線ＣＴＬ１および各制御線ＷＳＬ
に対して所定の制御信号を出力する。タイミング生成回路２２は、例えば、２種類の電圧
（Ｖｏｎ、Ｖｏｆｆ）を出力可能となっている。具体的には、タイミング生成回路２２は
、駆動対象の画素１１へ、制御線ＣＴＬ１および制御線ＷＳＬを介して２種類の電圧（Ｖ
ｏｎ、Ｖｏｆｆ）を供給し、書き込みトランジスタＴｒ２およびスイッチングトランジス
タＴｒ３のオンオフ制御を行う。オン電圧Ｖｏｎは、書き込みトランジスタＴｒ２および
スイッチングトランジスタＴｒ３のオン電圧以上の値となっている。オフ電圧Ｖｏｆｆは
、書き込みトランジスタＴｒ２およびスイッチングトランジスタＴｒ３のオン電圧よりも
低い値となっており、かつ、オン電圧Ｖｏｎよりも低い値となっている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　図３は、１つの画素１１に着目したときの制御線ＷＳＬ、電源線ＤＳＬ、信号線ＤＴＬ
および制御線ＣＴＬ１，ＣＴＬ２に印加される電圧，駆動トランジスタＴｒ１のゲート電
圧Ｖｇおよびソース電圧Ｖｓおよび接続点Ａの電圧Ｖａの経時変化の一例を表したもので
ある。図４～図７、図９～図１１は、画素１１の動作の一例を表したものである。図８は
、駆動トランジスタＴｒ１のソース電圧Ｖｓの経時変化の一例を表したものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】


	header
	written-amendment

